
　文化財保護センターでは、市民の皆様から寄贈された民具や資料を数多く収蔵しています。寄贈いただいた資料は、市

内の小学校の校舎内にある展示スペースで活用するほか、授業用教材として学校への貸出も行っています。

　今年度から新たに、文化財保護センターに収蔵されているアイヌの民族衣装の貸出をスタートしました。2020 年に国

立アイヌ民族博物館がオープンし、小学校・中学校の教科書でも先住民族の文化等を学ぶ授業が増えていることから、所

蔵している民具資料の新たな活用方法として学校向けに提案していきたいと考えています。

多治見市文化財保護センター　企画展「小名田窯下窯」
期間　令和 6年 1月 29 日（月）～ 6月 21 日（金）開館時間：9:00 ～ 17:00（最終入館 16:30）　土曜日・日曜日・祝日は休館

お な だ　 かましたよう



　文化財保護センターで収蔵している民具資料の一つに「糸
車」があります。「糸車」は、今では暮らしの中であまり馴
染みがなく、こどもたちにとっては、使い方を理解したり、
使うときの想いを感じたり、実際に使うシーンをイメージし
たりすることが難しくなっています。
　そこで文化財保護センターでは、今年度から「コットンプ
ロジェクト」という小さな取り組みをスタートしています。
綿花を種から栽培し、綿を紡ぐまでを見届ける取り組みです。
　庶民の毎日の暮らしを支えた生活道具、「民具」。道具のひ
とつひとつに工夫があり、魅力があります。形の成り立ちや、
使われていた当時の暮らしのイメージを広げられるような授
業のサポートができるように、丁寧に育てています。


